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SPSSで主成分分析

• まずは、分析するデータをダウンロードしてください。

（SPSSも開いておいてください。）

http://nnmm.jp/da.html

■12/15の回：データ分析用エクセルファイル

091215DA.xls

がダウンロードされるはず。
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おさらい

• 先週は分散分析で、「皿の種類によって値段感が異なるかどうか」に

ついて分析した。

• ある要因が何かに影響を与えているかどうか
というシンプルなデータを対象としていた。

皿の種類

値段感



• 今日は、複数のもの同士の関係を調べる方法について

たくさんの変数の関係を知る　多変量解析

• 複数の変数を同時に分析する方法を「多変量解析」と言います。

• 多変量解析の中でも使う頻度が高いと思われる主成分分析について勉

強します。



主成分分析とは

• 多くのデータを簡素化＝まとめる方法

http://www.cpp.co.jp/marketing/marketing_04_5.html

http://abyss-co.com/shuseibun.html
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主成分分析とは

• 多くのデータを簡素化＝まとめる方法

たとえばこんなデータを扱った場合。。

このたくさんある変数を、類似性などを利用して
いくつかの新しい変数にまとめてしまう。

情報がいっぱい。わけが分からない！



400

500

600

700

800

900

1000

1100

1200

1300

画
素
数

(万
)

オリンパス　CAMEDIA SP-570UZ

オリンパス　!850SW

カシオ　EXILIM ZOOM EX-Z200

キヤノン  IXY DIGITAL 910 IS

キヤノン PowerShot TX1

ソニー　サイバーショットDSC-H-50ソニー　サイバーショットDSC-T77

ニコン　COOLPIX P80

ニコン　COOLPIX S600

パナソニック　LUMIX DMC-FX37
パナソニック　LUMIX DMC-FZ28

ペンタックス　Optio W60

ユニデン　UDC-7M

リコー　GX200 VF KIT

リコー　RICOH R8
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富士フィルム　FinePix BIGJOB HD-3W
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三次元散布図





主成分　という新しい変数にまとめる。
カメラの特徴が分かりやすくなる。グルーピングもしやすくなる。
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多機能ボールペンの評価軸
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データを開きます。

ファイルの種類を「Excel」にするのを忘れない。
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ゴミがあったら「選択して→クリア」で消しておきます。

http://nnmm.jp/da.html
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変数ビューで、尺度の設定が間違っていないかチェックします。
1番は、ペンの種類なので「名義」。あとは1～5までの評価値で、数値として扱うので「スケール」
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分析 ＞ 次元分解 ＞ 因子分析
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分析したい変数をすべて選択し、右のボックスへ入れます。
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* E-16 = 1/ -10の16乗 = 1/10000000000000000 

26個の主成分が計算されました。
まとめる前の評価軸は26個。
同じだけ使ったら、全然まとまってないことになる。。

いくつの主成分を取り出すかを決める基準に使用

→　固有値

固有値＝元の情報がどれくらい説明できているか
固有値が1以上の主成分を分析に用いることになっている

固有値（10.8）÷変数の数（26）＝累積寄与率（41.6％）
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5本にまとまった！

でも、5本の意味は？
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１から5までの、各主成分に対し
それぞれの評価軸がどれくらい関係しているか

絶対値が大きい＝その主成分と、関係が強い

これらの値は、固有ベクトル値という。
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こんなふうに、主成分ごとに、固有ベクトル値を並べ替えるとわかりやすい
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spssの結果を

エクセルにコピペして
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ラベルを、5主成分全てにつけておく

２から５を選択して、ひとつ右へずらす
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ずらして空いたところに、一番左のラベルをコピーする

コピペ
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これを繰り返し、１から５全部にラベルをつける

これらを、それぞれ固有ベクトル値が大きい順に、並べ替える
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http://nnmm.jp/da.html


製品デザイン解析論 Web: http://nnmm.jp/da.html    Email: nnm@kansei.tsukuba.ac.jp   

まずは第一主成分のならべかえ

選択する

並べ替えとフィルタ＞ユーザ設定…
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プラスに絶対値の高い評価軸と、マイナスに絶対値の高い評価軸から、各
主成分の意味について自分で解釈をしていきます。

第一主成分について

プラスで絶対値が大きい評価軸をまとめると
「シンプルなデザイン」

マイナスの場合は
「説明的なデザイン」

第一主成分は
「デザインのシンプルさ」
を表す軸

デザインのシンプルさ シンプル説明的

http://nnmm.jp/da.html
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第二主成分について

プラスで絶対値が大きい評価軸
をまとめると「機能的」

第二主成分は
「機能性」を表す軸

マイナスの場合は
「デザインが作り込まれた」
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第三主成分について

プラスに絶対値が大きい評価軸をまとめると
「スライドがなめらか」

マイナスは「スライドが分かりやすい」

「スライドの機能」
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第四主成分について

「線の書き心地」
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という風に主成分の意味を解釈していきます。

つまり、この人のペンの評価は

「デザインのシンプルさ」
「機能性」
「スライドの機能」
「線の書き心地」
「。。。」

の５つにまとめることができたといえます。

さて、次はこれらの主成分を使って
ペンの関係について見ていきます。
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SPSSのデータテーブルを見ると、FAC_1......というのが増えています。
第一主成分の
主成分得点

第二主成分の
主成分得点

第三主成分の
主成分得点

第四主成分の
主成分得点

第五主成分の
主成分得点
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第一主成分について
「デザインのシンプルさ」を表す軸
＋：シンプルなデザイン、ー：説明的なデザイン

C,Rは第一主成分の主成分得点が高いので、シンプルなデザイン
Eは第一主成分の主成分得点が低いので、説明的なデザイン

http://nnmm.jp/da.html
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• 第一主成分（デザインのシンプルさ）と第二主成分（機能性）を使った散布図
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シンプルで機能的説明的で機能的

作り込まれたデザイン

※第一主成分の得点をX、第二主成分をYとしてグラフを書いただけです。
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• 第一主成分（デザインのシンプルさ）と第四主成分（線の書き心地）を使った散布図
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• 主成分分析では、分析して数字が出てきて終わり　ではなく、

データを自分なりに解釈して、そこからいろいろなことを掘り出すの

が一番のお仕事です。
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